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大
阪
・
関
西
へ
の
経
済
効
果

　

昨
年
四
月
、大
阪
府
・
大
阪
市
は
Ｉ
Ｒ（
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
区
域
整
備
計
画
の
認
定

申
請
を
国
に
行
い
、
現
在
審
査
中
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
我
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ
の
目
的

は
単
な
る
カ
ジ
ノ
解
禁
で
は
な
く
、「
観
光

立
国
」
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
に

あ
る
。
日
本
型
Ｉ
Ｒ
で
は
、
国
際
会
議
場

や
展
示
場
と
い
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
や
宿

泊
施
設
に
加
え
、
地
域
の
経
済
・
観
光
へ

の
寄
与
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
観
光
の

促
進
に
資
す
る「
魅
力
増
進
施
設
」、
観
光

客
を
Ｉ
Ｒ
に
囲
い
込
む
の
で
は
な
く
、
各

地
域
に
送
り
出
す
た
め
の「
送
客
施
設
」の

設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
カ
ジ
ノ
行
為

区
画
の
床
面
積
は
、Ｉ
Ｒ
施
設
全
床
面
積
の

三
％
を
超
え
な
い
よ
う
定
め
ら
れ
て
お
り
、

巨
大
な
カ
ジ
ノ
施
設
が
建
設
さ
れ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。

　

ま
た
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
対
し
て
は
、

国
内
居
住
者
の
カ
ジ
ノ
入
場
料
お
よ
び
カ

ジ
ノ
行
為
粗
利
益
の
三
〇
％
を
、
国
お
よ

び
都
道
府
県
に
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。Ｉ
Ｒ
を
誘
致
す
る
自
治
体

と
し
て
も
、
入
場
料
や
納
付
金
等
の
収
入

を
地
元
経
済
の
振
興
や
社
会
福
祉
の
増
進

に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。　

　

大
阪
Ｉ
Ｒ
は
二
〇
二
九
年
秋
頃
に
大
阪

市
の
人
工
島
「
夢
洲
」
で
の
開
業
を
目
標

に
し
て
お
り
、
開
業
に
向
け
た
建
設
関
連

投
資
額
は
約
七
千
八
百
億
円
と
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
リ

ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
、
リ
ゾ
ー
ト
・
ワ
ー

ル
ド
・
セ
ン
ト
ー
サ
の
各
Ｉ
Ｒ
に
匹
敵
す

る
規
模
で
あ
り
、
建
設
資
材
も
地
元
か
ら

の
調
達
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
た
め
、
地

域
経
済
へ
の
貢
献
も
大
き
い
。

　

開
業
後
に
つ
い
て
も
、
年
間
の
来
訪
者

数
二
千
万
人
、
売
上
五
千
二
百
億
円
程
度

を
計
画
し
て
い
る
。
近
接
す
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
入
場
者
数

が
年
間
約
一
千
四
百
万
人
程
度
で
あ
る
こ

と
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
両
Ｉ
Ｒ
の
売
上

合
計
が
五
〇
億
米
ド
ル
程
度
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、相
当
高
め
の
目
標
で
は
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
が
実
現
し
た
場
合
、Ｉ
Ｒ
内

外
で
の
観
光
消
費
増
の
他
、
雇
用
者
増
に

伴
う
消
費
拡
大
等
の
間
接
効
果
を
通
じ
て
、

経
済
波
及
効
果
は
年
間
一
兆
一
千
四
百
億

円
に
達
す
る
と
、
事
業
者
に
よ
っ
て
試
算

さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
の
域
内
総
生
産

（
G
R
P
）が
年
間
約
四
十
兆
円
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、地
域
経
済
に
与
え
る
イ
ン

パ
ク
ト
は
相
当
大
き
く
な
る
計
画
で
あ
る
。

I
R
事
業
の
環
境
に
変
化
？

　

経
済
波
及
効
果
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一

方
で
、対
応
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
収
益
構
造
に
つ
い
て
、
前
述
の
通
り

カ
ジ
ノ
行
為
区
画
の
床
面
積
は
Ｉ
Ｒ
全
体

の
三
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
売
上
の
八
割
を

カ
ジ
ノ
部
門
で
稼
ぎ
、
カ
ジ
ノ
の
収
益
で

他
施
設
の
運
営
を
維
持
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
海
外

の
多
く
の
Ｉ
Ｒ
と
同
様
で
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
Ｉ
Ｒ
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の
台
頭

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
受

け
て
、
足
元
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
や

ス
ポ
ー
ツ
ベ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
。
米
ゲ
ー
ミ
ン
グ
協
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
ゲ
ー

ミ
ン
グ
収
益
に
占
め
る
割
合
は
二
割
に
達

し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
と

見
ら
れ
、大
阪
で
Ｉ
Ｒ
が
開
業
す
る
頃
に
は
、

業
界
環
境
が
当
初
想
定
か
ら
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

第
二
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
浸
透
で
あ

る
。
大
阪
Ｉ
Ｒ
で
は
、
最
大
六
千
人
以
上
を

収
容
で
き
る
会
議
室
を
有
し
た
国
内
最
大

規
模
の
国
際
会
議
場
を
建
設
予
定
。
た
だ
、

い
ま
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
一
般
化
し
て
い
る
。
足
元
で
は
対
面

で
の
会
議
の
よ
さ
も
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る

が
、Ｉ
Ｒ
内
外
で
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

等
を
通
じ
て
、
現
地
参
加
の
意
欲
を
高
め
る

仕
組
み
が
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

第
三
に
、海
外
の
Ｉ
Ｒ
と
の
競
合
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
関
西
を
訪
れ
て
い
た
外
国

人
観
光
客
の
八
〜
九
割
は
、
中
国
・
韓
国
・

香
港
・
台
湾
・
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）か
ら
の
観
光
客
。
ア
ジ
ア
か
ら

の
観
光
客
の
取
り
込
み
が
重
要
と
な
る
が
、

ア
ジ
ア
に
は
マ
カ
オ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
始

め
、
す
で
に
多
く
の
カ
ジ
ノ
が
各
地
域
に
存

在
し
、競
争
は
激
し
い
。こ
う
し
た
要
因
を

背
景
に
、Ｉ
Ｒ
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
純
増
に
繋

が
ら
な
け
れ
ば
、
従
来
地
域
に
落
ち
て
い
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ネ
ー
が
Ｉ
Ｒ
内
に
シ
フ
ト
す

る
だ
け
と
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
代
金
支
払

い
と
い
う
観
点
で
は
、
カ
ジ
ノ
も
、
例
え

ば
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
で
は
あ

る
が
、
極
論
を
い
え
ば
ス
ロ
ッ
ト
や
テ
ー

ブ
ル
が
あ
れ
ば
成
り
立
ち
、
必
ず
し
も
多

く
の
従
業
員
を
必
要
と
し
な
い
。

　

カ
ジ
ノ
に
売
上
の
大
部
分
を
依
存
す
る

構
造
が
続
け
ば
、
産
業
と
し
て
の
裾
野
の

広
が
り
を
欠
き
、
雇
用
お
よ
び
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
が
不
十
分
と
な
る
可
能
性

は
残
る
。
加
え
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｉ

Ｒ
で
は
来
訪
者
の
う
ち
国
内
居
住
者
は
三

割
程
度
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
Ｉ

Ｒ
で
は
来
訪
者
数
の
七
割
、
売
上
の
半
分

程
度
を
国
内
居
住
者
と
想
定
し
て
い
る
。

地
域
経
済
や
雇
用
へ
の
貢
献
が
ど
う
な
る

か
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
情
報
開
示
と

丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

魅
力
的
で
持
続
可
能
な
事
業
へ

　

こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

シ
ン
プ
ル
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
観
光
先

進
国
化
に
資
す
る
、
魅
力
あ
る
Ｉ
Ｒ
を
実

現
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。

　

ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
世
界
最
大
級
の
デ
ジ
タ

ル
見
本
市
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー
）」の
開
催
や
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
各
種
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、カ
ジ
ノ
部
門

の
収
益
割
合
を
半
分
以
下
ま
で
低
下
さ
せ

て
い
る
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
の

充
実
は
容
易
で
は
な
い
も
の
の
、
大
阪
は
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
や
海
遊

館
等
を
有
し
、
こ
う
し
た
周
辺
観
光
資
源

と
の
相
乗
効
果
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
。
日
本
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、非
カ
ジ
ノ
部
分
の

収
益
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

我
国
で
は
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
賛
否
両
論
が

あ
り
、
最
終
的
に
誘
致
を
見
送
っ
た
自
治

体
も
多
い
が
、
大
阪
府
・
大
阪
市
は
Ｉ
Ｒ

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
計
画

を
申
請
し
た
。
大
阪
は
高
度
成
長
期
に
は

鉄
鋼
・
化
学
等
の
素
材
産
業
か
ら
一
般
機

械
・
電
気
機
械
等
の
加
工
組
立
産
業
に
至

る
ま
で
多
様
な
製
造
業
が
集
積
・
発
展
し

た
が
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
や
ア
ジ
ア
勢

と
の
競
争
激
化
で
勢
い
を
失
い
、
全
国
に

お
け
る
総
生
産
の
シ
ェ
ア
も
一
九
七
〇
年

を
ピ
ー
ク
に
低
下
基
調
が
続
く
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

大
阪
・
関
西
経
済
を
支
え
て
い
た
の
が
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、Ｉ
Ｒ
は
大
阪
・
関
西
経
済
の
活
性
化
を

促
す
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。Ｉ
Ｒ
の
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス

面
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
た
上
で
、
十
年

後
・
二
十
年
後
の
地
域
経
済
の
姿
を
見
据

え
た
、
建
設
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
※
日
本
総
合
研
究
所
で
は
、
リ
サ
ー
チ
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門
に
お
い
て
大
阪

I
R
の
経
済
波
及
効
果
の
算
定
業
務
を
受

託
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
所
属
す
る
調
査

部
は
本
件
に
関
与
し
て
い
な
い
。
本
稿
の

意
見
に
関
わ
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
る
）

二
〇
二
九
年
秋
頃
の
開
業
を
目
指
し
て
、大
阪
府
が
政
府
に
申
請
を
し
て
い
る
I
R（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）事
業
。

I
R
事
業
の
売
上
の
八
割
が
、カ
ジ
ノ
が
含
ま
れ
る
ゲ
ー
ミ
ン
グ
部
門
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、

関
西
圏
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
は
一
兆
円
超
が
試
算
さ
れ
て
い
る
等
、そ
の
恩
恵
は
極
め
て
大
き
い

「
大
阪
I
R
」の
経
済
波
及
効
果
は

一
兆
円
超
！

日本総合研究所 調査部 
関西経済研究センター長

◉若林 厚仁
わかばやし・あつひと／2002年京都大学大学
院理学研究科修了、同年三井住友銀行入行。
日本経済研究センター出向、三井住友銀行中
国有限公司（上海）等を経て、18年から日本
総合研究所。19年7月から現職。大阪府市「副
首都ビジョン」のバージョンアップに向けた意
見交換会メンバー（座長）に選定されている。

地域経済に大きく寄与する大阪・夢洲に開業予定の大阪IRのイメージ全景
（画像は大阪・夢洲地区特定複合観光施設設置運営事業【提案概要】より）

（※注）年間入場者数の数字は2016年時のもの。17年以降は年間入場者数の開示を中止しているため

（
※
注
）

ゆ
め
し
ま
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大
阪
・
関
西
へ
の
経
済
効
果

　

昨
年
四
月
、大
阪
府
・
大
阪
市
は
Ｉ
Ｒ（
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
区
域
整
備
計
画
の
認
定

申
請
を
国
に
行
い
、
現
在
審
査
中
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
我
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ
の
目
的

は
単
な
る
カ
ジ
ノ
解
禁
で
は
な
く
、「
観
光

立
国
」
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
に

あ
る
。
日
本
型
Ｉ
Ｒ
で
は
、
国
際
会
議
場

や
展
示
場
と
い
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
や
宿

泊
施
設
に
加
え
、
地
域
の
経
済
・
観
光
へ

の
寄
与
と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
観
光
の

促
進
に
資
す
る「
魅
力
増
進
施
設
」、
観
光

客
を
Ｉ
Ｒ
に
囲
い
込
む
の
で
は
な
く
、
各

地
域
に
送
り
出
す
た
め
の「
送
客
施
設
」の

設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
カ
ジ
ノ
行
為

区
画
の
床
面
積
は
、Ｉ
Ｒ
施
設
全
床
面
積
の

三
％
を
超
え
な
い
よ
う
定
め
ら
れ
て
お
り
、

巨
大
な
カ
ジ
ノ
施
設
が
建
設
さ
れ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。

　

ま
た
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
に
対
し
て
は
、

国
内
居
住
者
の
カ
ジ
ノ
入
場
料
お
よ
び
カ

ジ
ノ
行
為
粗
利
益
の
三
〇
％
を
、
国
お
よ

び
都
道
府
県
に
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。Ｉ
Ｒ
を
誘
致
す
る
自
治
体

と
し
て
も
、
入
場
料
や
納
付
金
等
の
収
入

を
地
元
経
済
の
振
興
や
社
会
福
祉
の
増
進

に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。　

　

大
阪
Ｉ
Ｒ
は
二
〇
二
九
年
秋
頃
に
大
阪

市
の
人
工
島
「
夢
洲
」
で
の
開
業
を
目
標

に
し
て
お
り
、
開
業
に
向
け
た
建
設
関
連

投
資
額
は
約
七
千
八
百
億
円
と
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
リ

ー
ナ
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
、
リ
ゾ
ー
ト
・
ワ
ー

ル
ド
・
セ
ン
ト
ー
サ
の
各
Ｉ
Ｒ
に
匹
敵
す

る
規
模
で
あ
り
、
建
設
資
材
も
地
元
か
ら

の
調
達
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
た
め
、
地

域
経
済
へ
の
貢
献
も
大
き
い
。

　

開
業
後
に
つ
い
て
も
、
年
間
の
来
訪
者

数
二
千
万
人
、
売
上
五
千
二
百
億
円
程
度

を
計
画
し
て
い
る
。
近
接
す
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
入
場
者
数

が
年
間
約
一
千
四
百
万
人
程
度
で
あ
る
こ

と
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
両
Ｉ
Ｒ
の
売
上

合
計
が
五
〇
億
米
ド
ル
程
度
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、相
当
高
め
の
目
標
で
は
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
が
実
現
し
た
場
合
、Ｉ
Ｒ
内

外
で
の
観
光
消
費
増
の
他
、
雇
用
者
増
に

伴
う
消
費
拡
大
等
の
間
接
効
果
を
通
じ
て
、

経
済
波
及
効
果
は
年
間
一
兆
一
千
四
百
億

円
に
達
す
る
と
、
事
業
者
に
よ
っ
て
試
算

さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
の
域
内
総
生
産

（
G
R
P
）が
年
間
約
四
十
兆
円
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、地
域
経
済
に
与
え
る
イ
ン

パ
ク
ト
は
相
当
大
き
く
な
る
計
画
で
あ
る
。

I
R
事
業
の
環
境
に
変
化
？

　

経
済
波
及
効
果
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一

方
で
、対
応
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
収
益
構
造
に
つ
い
て
、
前
述
の
通
り

カ
ジ
ノ
行
為
区
画
の
床
面
積
は
Ｉ
Ｒ
全
体

の
三
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
売
上
の
八
割
を

カ
ジ
ノ
部
門
で
稼
ぎ
、
カ
ジ
ノ
の
収
益
で

他
施
設
の
運
営
を
維
持
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
自
体
は
海
外

の
多
く
の
Ｉ
Ｒ
と
同
様
で
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
Ｉ
Ｒ
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
の
台
頭

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
受

け
て
、
足
元
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
や

ス
ポ
ー
ツ
ベ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
。
米
ゲ
ー
ミ
ン
グ
協
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
ゲ
ー

ミ
ン
グ
収
益
に
占
め
る
割
合
は
二
割
に
達

し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
と

見
ら
れ
、大
阪
で
Ｉ
Ｒ
が
開
業
す
る
頃
に
は
、

業
界
環
境
が
当
初
想
定
か
ら
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

第
二
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
浸
透
で
あ

る
。
大
阪
Ｉ
Ｒ
で
は
、
最
大
六
千
人
以
上
を

収
容
で
き
る
会
議
室
を
有
し
た
国
内
最
大

規
模
の
国
際
会
議
場
を
建
設
予
定
。
た
だ
、

い
ま
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
一
般
化
し
て
い
る
。
足
元
で
は
対
面

で
の
会
議
の
よ
さ
も
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る

が
、Ｉ
Ｒ
内
外
で
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

等
を
通
じ
て
、
現
地
参
加
の
意
欲
を
高
め
る

仕
組
み
が
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

第
三
に
、海
外
の
Ｉ
Ｒ
と
の
競
合
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
関
西
を
訪
れ
て
い
た
外
国

人
観
光
客
の
八
〜
九
割
は
、
中
国
・
韓
国
・

香
港
・
台
湾
・
A
S
E
A
N（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）か
ら
の
観
光
客
。
ア
ジ
ア
か
ら

の
観
光
客
の
取
り
込
み
が
重
要
と
な
る
が
、

ア
ジ
ア
に
は
マ
カ
オ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
始

め
、
す
で
に
多
く
の
カ
ジ
ノ
が
各
地
域
に
存

在
し
、競
争
は
激
し
い
。こ
う
し
た
要
因
を

背
景
に
、Ｉ
Ｒ
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
純
増
に
繋

が
ら
な
け
れ
ば
、
従
来
地
域
に
落
ち
て
い
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ネ
ー
が
Ｉ
Ｒ
内
に
シ
フ
ト
す

る
だ
け
と
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
代
金
支
払

い
と
い
う
観
点
で
は
、
カ
ジ
ノ
も
、
例
え

ば
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
も
同
様
で
は
あ

る
が
、
極
論
を
い
え
ば
ス
ロ
ッ
ト
や
テ
ー

ブ
ル
が
あ
れ
ば
成
り
立
ち
、
必
ず
し
も
多

く
の
従
業
員
を
必
要
と
し
な
い
。

　

カ
ジ
ノ
に
売
上
の
大
部
分
を
依
存
す
る

構
造
が
続
け
ば
、
産
業
と
し
て
の
裾
野
の

広
が
り
を
欠
き
、
雇
用
お
よ
び
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
が
不
十
分
と
な
る
可
能
性

は
残
る
。
加
え
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｉ

Ｒ
で
は
来
訪
者
の
う
ち
国
内
居
住
者
は
三

割
程
度
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
大
阪
Ｉ

Ｒ
で
は
来
訪
者
数
の
七
割
、
売
上
の
半
分

程
度
を
国
内
居
住
者
と
想
定
し
て
い
る
。

地
域
経
済
や
雇
用
へ
の
貢
献
が
ど
う
な
る

か
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
情
報
開
示
と

丁
寧
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

魅
力
的
で
持
続
可
能
な
事
業
へ

　

こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

シ
ン
プ
ル
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
観
光
先

進
国
化
に
資
す
る
、
魅
力
あ
る
Ｉ
Ｒ
を
実

現
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。

　

ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
世
界
最
大
級
の
デ
ジ
タ

ル
見
本
市
「
Ｃ
Ｅ
Ｓ（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
シ
ョ
ー
）」の
開
催
や
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
各
種
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、カ
ジ
ノ
部
門

の
収
益
割
合
を
半
分
以
下
ま
で
低
下
さ
せ

て
い
る
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
の

充
実
は
容
易
で
は
な
い
も
の
の
、
大
阪
は
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
や
海
遊

館
等
を
有
し
、
こ
う
し
た
周
辺
観
光
資
源

と
の
相
乗
効
果
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
。
日
本
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、非
カ
ジ
ノ
部
分
の

収
益
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

我
国
で
は
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
賛
否
両
論
が

あ
り
、
最
終
的
に
誘
致
を
見
送
っ
た
自
治

体
も
多
い
が
、
大
阪
府
・
大
阪
市
は
Ｉ
Ｒ

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
計
画

を
申
請
し
た
。
大
阪
は
高
度
成
長
期
に
は

鉄
鋼
・
化
学
等
の
素
材
産
業
か
ら
一
般
機

械
・
電
気
機
械
等
の
加
工
組
立
産
業
に
至

る
ま
で
多
様
な
製
造
業
が
集
積
・
発
展
し

た
が
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
や
ア
ジ
ア
勢

と
の
競
争
激
化
で
勢
い
を
失
い
、
全
国
に

お
け
る
総
生
産
の
シ
ェ
ア
も
一
九
七
〇
年

を
ピ
ー
ク
に
低
下
基
調
が
続
く
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

大
阪
・
関
西
経
済
を
支
え
て
い
た
の
が
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、Ｉ
Ｒ
は
大
阪
・
関
西
経
済
の
活
性
化
を

促
す
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。Ｉ
Ｒ
の
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス

面
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
た
上
で
、
十
年

後
・
二
十
年
後
の
地
域
経
済
の
姿
を
見
据

え
た
、
建
設
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
※
日
本
総
合
研
究
所
で
は
、
リ
サ
ー
チ
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門
に
お
い
て
大
阪

I
R
の
経
済
波
及
効
果
の
算
定
業
務
を
受

託
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
所
属
す
る
調
査

部
は
本
件
に
関
与
し
て
い
な
い
。
本
稿
の

意
見
に
関
わ
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見

解
で
あ
る
）

令和の「好景気」はやってくるか？特 集


